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(57)【要約】
【課題】本体操作部の外部に延在させている吸引バルブ
の配管接続部の方向を所望に調整することができるよう
にする。
【解決手段】吸引バルブユニット４９を構成するガイド
部材３６の下方側の挿嵌部３６ａがバイオネット機構に
より筐体３１に連結した弁ケーシング３２内に嵌合され
ており、第２のチャンバ３４内に概略密嵌状態にして挿
嵌され、上部位置の支持筒部３６ｃには配管接続部３９
の回転体３９ａが回転可能に嵌合されており、この回転
体３９ａから吸引配管２７を接続した接続配管３９ｂが
延在されており、弾性筒部材４６を介してガイド部材３
６に連結したプランジャ３７はガイド部材３６内に挿通
されている。
【選択図】図２



(2) JP 2008-228990 A 2008.10.2

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
内視鏡の本体操作部に設けられ、挿入部の先端に開口する吸引口からの吸引通路と、吸引
源装置からの吸引源側通路との間を連通・遮断するために、前記本体操作部に装着され、
前記吸引通路を接続した弁ケーシングと、この弁ケーシング内に着脱可能に装着され、前
記吸引通路と前記吸引源側通路とを接続・遮断する吸引バルブユニットとから構成した内
視鏡の吸引装置において、
　前記吸引バルブユニットは、前記弁ケーシングに嵌合されるガイド部材と、このガイド
部材にガイドされるプランジャと、前記吸引源側通路が接続される配管接続部とから構成
され、
　前記弁ケーシングと前記プランジャとの間には、前記吸引源側通路と前記吸引通路とを
接続・遮断するための弁部が形成されており、
　前記配管接続部は前記ガイド部材に対して、その軸回りに回転可能に連結する
構成としたことを特徴とする内視鏡の吸引装置。
【請求項２】
前記配管接続部は、前記ガイド部材にシール部材を介して嵌合させた回転体と、この回転
体に連結した接続配管とから構成され、この回転体は弾性部材を介して前記プランジャと
連結されており、前記回転体は前記ガイド部材に嵌合され、また前記プランジャは前記ガ
イド部材に挿嵌するように組み付ける構成としたことを特徴とする請求項１記載の内視鏡
の吸引装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡に設けられ、体内汚物や体液等を吸引除去するための内視鏡吸引機構
を構成する吸引装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡により被検者の体内の検査や処置等を行うに当って、観察視野を良好にするため
に吸引機構が設けられており、体内汚物や血液その他の体液が充満して、十分な観察視野
が得られないときには、それらを吸引除去できるように構成している。通常、吸引経路と
しては、鉗子等の処置具を挿通するための処置具挿通チャンネルが利用されるが、独立の
吸引通路を挿入部に設けることもできる。いずれにしろ、本体操作部には吸引バルブとそ
の操作部材とから構成される吸引装置が装着され、またこの吸引装置には吸引源装置に接
続した吸引源側通路が接続されており、必要なときに吸引装置をマニュアル操作すること
によって、必要なだけの吸引を行うことができる。
【０００３】
　ところで、前述した吸引操作を行うと、吸引経路、つまり処置具挿通チャンネルを含む
吸引通路及び吸引バルブの内部、さらには吸引源側通路の内面が汚損されることになる。
従って、この内視鏡を再使用する際には、予め吸引経路の洗浄及び消毒を行わなければな
らない。処置具挿通チャンネルそれに連なる吸引通路及び吸引源側通路は、いずれも管路
であることから、比較的容易に洗浄することができる。しかしながら、吸引バルブは吸引
通路と吸引源側通路とを連通・遮断する機構であり、従って複雑な通路構成となっている
ので、本体操作部に装着したままでは完全な洗浄を行うのは非常に困難である。
【０００４】
　以上の点を勘案して、洗浄性の良好な構成とした吸引バルブを備えた吸引装置が、例え
ば特許文献１に開示されている。そこで、図７及び図８を参照して、この特許文献１に示
されている吸引装置の構成について説明する。図中において、１は内視鏡の本体操作部を
構成する筐体であって、この筐体１には吸引装置のバルブホルダ２が固定的に装着されて
いる。バルブホルダ２の下端部は挿入部の先端に形成した吸引口に通じる吸引通路３が接
続された吸引ポート４となっている。
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【０００５】
　バルブホルダ２内には吸引バルブ５が着脱可能に装着されている。この吸引バルブ５は
、スリーブ６と、弁部７を有するプランジャ８とから構成されている。スリーブ６はバル
ブホルダ２内に着脱可能に装着されており、このバルブホルダ２から所定の長さだけ突出
している。そして、スリーブ６のバルブホルダ２からの突出部には配管接続部９が延在さ
せて設けられている。従って、吸引源装置からの吸引配管は、内視鏡の本体操作部におけ
る筐体１の外部でこの配管接続部９と着脱可能に接続されることになる
【０００６】
　プランジャ８におけるスリーブ６内の途中位置には円環状突条１０が設けられており、
この円環状突条１０はスリーブ６の内面に摺接ガイドされるようになっている。また、プ
ランジャ８に設けられる弁部７は、このプランジャ８の下端部を概略円錐形状としたもの
から構成されて、弁部７はプランジャ８の外周部より突出している。また、スリーブ６の
下端部には、ゴム等の弾性部材で概略円筒形状に形成した弾性シート１１が装着されてお
り、プランジャ８に設けた弁部７は、プランジャ８の上下動によりこの弾性シート１１の
内面と接離するようになっている。
【０００７】
　プランジャ８の円環状突条１０には、一部に切り欠き１０ａが形成されており、また弁
部７より上方位置には連通路１０ｂが設けられている。そして、スリーブ６の上端部には
フランジ部６ａが形成されており、またこのフランジ部６ａとプランジャ８の上部位置と
の間にはばね性を有するゴムで形成した弾性筒部材１２が装着されており、この弾性筒部
材１２の周胴部には大気開放口１３が形成されている。さらに、スリーブ６におけるフラ
ンジ部６ａの内側の部位が突出して、弾性筒部材１２が当接する着座部６ｂとなっている
。
【０００８】
　プランジャ８は本体操作部の筐体１から突出し、この突出部が吸引バルブ５の操作部１
４であり、本体操作部を把持する手の指で押動操作できるようになっている。そして、こ
のプランジャ８に連結されている弾性筒部材１２は復帰手段を構成し、前述のようにして
プランジャ８を押動した後、押動力を解除すると、弾性筒部材１２の弾性復元力によって
、プランジャ８は元の突出状態に復元する。
【０００９】
　なお、操作部１４は手指により操作されるが、この操作時における操作力をプランジャ
８の軸線方向に確実に伝達させるようにする。また、筐体１には段差部１ａが形成されて
おり、配管接続部９をこの段差部１ａの部位に延在させて、その位置規制を行うようにし
ている。
【００１０】
　以上のように構成される特許文献１の吸引装置は、常時においては、つまり非操作状態
では、図７に示したように、弾性筒部材１２が円筒形状となって、本体操作部の筐体１か
ら突出している。この状態が吸引バルブの非作動状態である。即ち、この弾性筒部材１２
の作用によりプランジャ８が突出した位置にあって、このときには弁部７が弾性シート１
１と当接している。その結果、バルブホルダ２に形成した吸引ポート４は配管接続部９と
遮断されて閉弁状態となり、配管接続部９はプランジャ８の円環状突条１０に形成した切
り欠き１０ａ及び大気開放口１３を介して大気と連通している。これによって、吸引通路
３には負圧吸引力が発生せず、また配管接続部９が大気と連通する結果、吸引源装置は無
負荷状態に保持される。
【００１１】
　そこで、操作部１４によりプランジャ８を弾性筒部材１２に抗して押し込むと、大気開
放口１３が閉鎖されて、配管接続部９が大気と遮断される。また、プランジャ８の押し込
みにより、このプランジャ８に設けた弁部７がこれに対応する他方の弁部として機能する
弾性シート１１に沿って摺動して、この弾性シート１１から離脱して開弁することになる
ので、バルブホルダ２に設けた吸引ポート４が配管接続部９と連通する結果、吸引通路３
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に吸引源装置からの負圧吸引力を作用させることができる。
【００１２】
　このように吸引通路３を配管接続部９と連通・遮断させる弁部７を設けたプランジャ８
及び配管接続部９及び弁部７が接離する弾性シート１１を設けたスリーブ６からなる吸引
バルブは、バルブホルダ２に対して着脱可能となっているので、内視鏡を臨床で使用した
後に、この内視鏡を洗浄・消毒する際に、吸引装置を構成する吸引バルブ５全体をバルブ
ホルダ２から分離して取り出すことができる。従って、この吸引バルブ５を容易に洗浄で
き、また吸引バルブ５を１回の使用毎に廃棄しても良い。一方、バルブホルダ２の内部は
底部が縮径された概略円筒形状となっているから、ブラシ等を挿入することによって容易
に、しかもむらなく完全に洗浄及び消毒することができる。また、配管接続部９には筐体
１の外部において、吸引配管が着脱可能に接続されているので、この吸引配管は配管接続
部９から脱着して廃棄するか、または完全な洗浄及び消毒を行った上で再使用することが
できる。
【特許文献１】特許第３４７６９５９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　以上のように、配管接続部９は内視鏡の本体操作部を構成する筐体１の外部に配置され
ており、この配管接続部９に吸引配管を接続しているが、本体操作部における筐体１は術
者が手で把持して、内視鏡の操作を行うためのものである。従って、術者による本体操作
部の把持の仕方や姿勢、さらには施術の態様等によっては、吸引配管が邪魔になって内視
鏡の操作に対する妨げになる可能性がある。
【００１４】
　本発明は以上の点に鑑みてなされたものであって、その目的とするところは、本体操作
部の外部に延在させている吸引バルブの配管接続部の方向を所望に調整することができる
ようにすることにある。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　前述した目的を達成するために、本発明は、内視鏡の本体操作部に設けられ、挿入部の
先端に開口する吸引口からの吸引通路と、吸引源装置からの吸引源側通路との間を連通・
遮断するために、前記本体操作部に装着され、前記吸引通路を接続した弁ケーシングと、
この弁ケーシング内に着脱可能に装着され、前記吸引通路と前記吸引源側通路とを接続・
遮断する吸引バルブユニットとから構成した内視鏡の吸引装置であって、前記吸引バルブ
ユニットは、前記弁ケーシングに嵌合されるガイド部材と、このガイド部材にガイドされ
るプランジャと、前記吸引源側通路が接続される配管接続部とから構成され、前記弁ケー
シングと前記プランジャとの間には、前記吸引源側通路と前記吸引通路とを接続・遮断す
るための弁部が形成されており、前記配管接続部は前記ガイド部材に対して、その軸回り
に回転可能に連結する構成としたことをその特徴とするものである。
【００１６】
　以上のように、配管接続部はガイド部材に対して回転可能となっているが、吸引バルブ
ユニットを操作する際には、操作力が作用する部位が回転方向にずれないようにする必要
がある。また、配管接続部をガイド部材から意図的に取り外そうとする場合はともかく、
意図なく配管接続部が外れるようなことがあってはならない。このためには、例えば配管
接続部をガイド部材にシール部材を介して嵌合させた回転体と、この回転体に連結した接
続配管とから構成し、この回転体は弾性部材を介してプランジャと連結して設け、回転体
は前記ガイド部材に嵌合させ、またプランジャはガイド部材に挿嵌するように組み付ける
構成としている。そして、ガイド部材はその外周側が回転体の内周面と摺接し、またガイ
ド部材の内周面はプランジャの外周面と摺接している。
【発明の効果】
【００１７】
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　本体操作部の外部に延在させている吸引装置の配管接続部を所望の方向に変位させるこ
とができて、本体操作部を把持して行う内視鏡の操作の操作性が良好となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　以下、図面に基づいて本発明の実施の形態について説明する。まず、図１に内視鏡の吸
引機構の概略構成を示す。図中において、内視鏡２０は、本体操作部２１と挿入部２２及
びユニバーサルコード２３から大略構成されるものである。挿入部２２には鉗子等の処置
具を挿通するための処置具挿通チャンネル２４が設けられており、この処置具挿通チャン
ネル２４は、挿入部２２の先端部に吸引口として開口しており、他端は本体操作部２１に
おいて、処置具導入部２４ａとして開口している。そして、この処置具導入部２４ａには
、処置具を挿通する時以外は鉗子栓２５により密閉されている。
【００１９】
　前述した処置具挿通チャンネル２４は、また、吸引経路としても活用されるものであっ
て、処置具挿通チャンネル２４は本体操作部２１内で吸引通路２６に分岐している。そし
て、この吸引通路２６は吸引装置３０に接続されている。吸引装置３０には吸引源側流路
を構成する吸引配管２７が接続されており、この吸引配管２７の他端は吸引源装置２８に
接続されている。従って、吸引装置３０は、吸引配管２７を大気に連通させるか、吸引通
路２６に接続させるかの切換制御を行うためのものであり、この切換制御は、本体操作部
２１を把持する手の指で行うことができるようになっている。
【００２０】
　そこで、図２乃至図６に吸引装置３０の具体的な構成を示す。まず、図２及び図３にお
いて、３１は本体操作部２１の筐体であって、この筐体３１には吸引装置３０の弁ケーシ
ング３２が装着されており、この弁ケーシング３２は筐体３１に固定的に設けられている
。弁ケーシング３２の下端部（ここで、以下の説明においては、筐体３１の内部側を下方
乃至下部側とし、筐体３１から突出する側を上方乃至上部側とする）には吸引通路２６が
接続されている。そして、弁ケーシング３２の内面部には内向きに突出する段差部が形成
されている。この段差は軸線方向に所定の長さを有する流路を開閉するための摺動面部３
２ａを構成するものであり、弁ケーシング３２は、後述する弁部４０によって、摺動面部
３２ａより下部側の第１のチャンバ３３と上部側の第２のチャンバ３４とに区画形成され
る。また、摺動面部３２ａにおける第１のチャンバ３３側への移行部はテーパ部３２ｂと
なっている。なお、３５は弁ケーシング３２の外周面と筐体３１との間に介装されたシー
ル部材である。
【００２１】
　弁ケーシング３２内には、ガイド部材３６及びプランジャ３７が装着されている。ガイ
ド部材３６は、その下方部位が弁ケーシング３２内において、第２のチャンバ３４内に概
略密嵌状態にして挿嵌した挿嵌部３６ａとなっている。そして、このガイド部材３６の挿
嵌部３６ａの上部位置はフランジ部３６ｂが形成されており、さらにその上部は支持筒部
３６ｃとなっている。
【００２２】
　ガイド部材３６の挿嵌部３６ａは、弁ケーシング３２に対して、その軸線方向に同心性
を確保するのに十分な長さ分だけ挿嵌されている。また、ガイド部材３６における挿嵌部
３６ａと弁ケーシング３２との間には弾性シール部材３８が介装されている。ガイド部材
３６の内部にはプランジャ３７が挿通されており、このプランジャ３７はガイド部材３６
の挿嵌部３６ａからフランジ部３６ｂの内周面と摺接しており、これによってプランジャ
３７をガイド部材３６の軸線方向に向けて直進的にガイドされる。
【００２３】
　ガイド部材３６に挿入ガイドされているプランジャ３７は、ガイド部材３６の挿嵌部３
６ａの部位では、この挿嵌部３６ａの内周面に摺動する本体軸３７ａとなっており、この
本体軸３７ａの下端部には延長部３７ｂが連設されており、この延長部３７ｂは、一度細
径化した上で、さらにその下部位置を太径化させており、この太径化した部位には円環状
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の取付溝３７ｃが形成されている。そして、この取付溝３７ｃには、リング状の弾性部材
からなる弁部４０が装着されている。この弁部４０は弁ケーシング３２に設けた摺動面部
３２ａに対して摺接するものである。弁部４０の外径寸法は、自由状態では、摺動面部３
２ａの内径より大きくなっており、従って弁部４０が摺動面部３２ａ上に乗り上げると、
第１のチャンバ３３と第２のチャンバ３４との間の連通が遮断されることになる。このと
きにおける気密性を確保するために、弁部４０はその全周にわたって摺動面部３２ａと当
接している必要があるが、プランジャ３７はガイド部材３６に対して、またガイド部材３
６は弁ケーシング３２に対して正確に調芯されているので、確実に気密が確保される。
【００２４】
　ガイド部材３６の支持筒部３６ｃには、配管接続部３９が嵌合されている。この配管接
続部３９は、支持筒部３６ｃに嵌合した回転体３９ａと、この回転体３９ａから延在させ
た接続配管３９ｂとから構成されるものである。そして、接続配管３９ｂには、図１に示
した吸引配管２７が着脱可能に接続されており、この吸引配管２７は吸引源装置２８に接
続されている。
【００２５】
　ガイド部材３６の支持筒部３６ｃの内径は、挿嵌部３６ａ及びフランジ部３６ｂの内径
より拡径されており、従ってガイド部材３６の支持筒部３６ｃとプランジャ３７との間に
は、図３に示したような円環状の隙間が形成されている。また、本体軸３７には連通路４
１が軸線方向に向けて所定長さ分だけ形成されており、前述した支持筒部３６ｃとプラン
ジャ３７との間の隙間は円環状通路４２となっている。これによって、プランジャ３７が
下降すると、第２のチャンバ３４から連通路４１及び円環状通路４２に至る流路が形成さ
れる。
【００２６】
　支持筒部３６ｃには複数個所の透孔４３が形成されており、また配管接続部３９を構成
する回転体３９ａの内周面には円環状凹部４４が形成されており、透孔４３はこの円環状
凹部４４と常時連通している。そして、接続配管３９ｂはこの円環状凹部４４に開口して
いる。従って、接続配管３９ｂは、円環状凹部４４及び透孔４３を介して、支持筒部３６
ｃの内面側に形成されている円環状通路４２と常時連通している。なお、回転体３９ａと
支持筒部３６ｃとの間には、透孔４３を形成した上下の部位にシール部材４５，４５が設
けられている。
【００２７】
　プランジャ３７の上部は、ガイド部材３６の上端部より突出して、大径化された突端部
３７ｄとなっており、この部位が吸引装置３０の押動操作部である。この突端部３７ｄに
は弾性筒部材４６の天蓋部４６ａが連結して設けられている。また、弾性筒部材４６はス
カート部４６ｂを有し、このスカート部４６ｂはガイド部材３６の上部位置に連結されて
いる。この弾性筒部材４６のスカート部４６ｂは圧縮が可能であり、圧縮方向の力を解除
すると、筒状となるように弾性復元するものである。また、スカート部４６ｂを圧縮する
際には、常に、折れ線４７を境として、外向きに折れ曲がるようになる。さらに、弾性筒
部材４６のスカート部４６ｂには大気に連通する開口部４８が形成されている。
【００２８】
　以上のように、ガイド部材３６，プランジャ３７及び配管接続部３９からなり、プラン
ジャ３７の突端部３７ｄに装着した弾性筒部材４６からなる押動操作部材とによって吸引
バルブユニット４９が構成され、吸引装置３０は、弁ケーシング３２と、吸引バルブユニ
ット４９とから構成される。弁ケーシング３２は筐体３１に固定的に装着され、吸引バル
ブユニット４９はガイド部材３６が弁ケーシング３２に挿嵌されるようにして組み付けら
れる。そして、この吸引バルブユニット４９を弁ケーシング３２に連結した状態に固定す
るために、弁ケーシング３２の上端近傍の内面には、図５から明らかなように、バイオネ
ット爪５０が設けられており、また吸引バルブユニット４９におけるガイド部材３６の挿
嵌部３６ａの外周面において、フランジ部３６ｂとの境界部近傍位置に、図６に示したよ
うに、バイオネット溝５１が形成されている。従って、このバイオネット溝５１をバイオ
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ネット爪５０と干渉しない位置において、吸引バルブユニット４９を弁ケーシング３２に
嵌合させて、所定角度回転させることによって、吸引バルブユニット４９は弁ケーシング
３２に連結した状態に固定されるようになる。
【００２９】
　このようにして内視鏡２０の本体操作部２１に組み付けられた吸引装置３０は、常時に
おいては、図２のように、プランジャ３７はガイド部材３６に沿って引き上げられた状態
に保持されている。従って、弾性筒部材４６に設けた開口部４８は外部に開いており、吸
引源側通路を構成する接続配管３９ｂは、プランジャ３７の本体軸３７ａの外周面とガイ
ド部材３６の内周面との間に形成した円環状通路４２及び弾性筒部材４６の内部を介して
、開口部４８から大気と連通しており、接続配管３９ｂには実質的に負圧は作用しない。
【００３０】
　一方、プランジャ３７に設けた弁部４０は、弁ケーシング３２の摺動面部３２ａと当接
している。また、弁ケーシング３２に対してガイド部材３６は軸線方向において、所定の
長さ分が面接触しており、さらにプランジャ３７はこのガイド部材３６に対して軸線方向
に所定の長さ分だけ面接触している。従って、弁ケーシング３２，ガイド部材３６及びプ
ランジャ３７は確実に同心性が確保されている。また、弁部４０の外径と摺動面部３２ａ
の内径との径差によって、弾性部材からなる弁部４０が撓められた状態になり、その間は
気密性が確保される。その結果、弁ケーシング３２内において、第１のチャンバ３３と第
２のチャンバ３４との間が遮断されており、吸引通路２６と接続配管３９ｂとは連通しな
い。
【００３１】
　その結果、吸引通路２６及び処置具挿通チャンネル２４に負圧吸引力が作用することは
ない。なお、第２のチャンバ３４と接続配管３９ｂとの間の流路において、プランジャ３
７の本体軸３７ａの外周面とガイド部材３６の内周面とが実質的に面接触しているが、こ
の部位は格別気密構造としている訳ではなく、円環状通路４２と第２のチャンバ３４とが
連通していても良い。従って、プランジャ３７の本体軸３７ａに形成されている連通路４
１は、この本体軸３７ａの下端部にまで延在させても良い。このように、常時においては
、吸引装置３０によって、吸引通路２６と吸引配管２７とが遮断されて、弁部４０の閉弁
状態に保持されている。従って、この状態では、処置具挿通チャンネル２４は、その本来
としての機能、つまり鉗子等の処置具を挿通させて、適宜の処置を行うことができる状態
となる。
【００３２】
　体内からの吸引を行うためには、プランジャ３７における突端部３７ｄを手指で押動す
る。これによって、プランジャ３７は弁ケーシング３２内に設けたガイド部材３６に沿っ
て摺動することになり、その結果、図４に示したように、弾性筒部材４６におけるスカー
ト部４６ｂが折れ線４７の位置で折れ曲がるように圧縮され、天蓋部４６ａがガイド部材
３６の上端部と当接する。これによって、吸引配管２７を構成する配管接続部３９の接続
配管３９ｂと大気との連通が遮断される。
【００３３】
　また、プランジャ３７が下降することによって、このプランジャ３７の延長部３７ｂに
設けた取付溝３７ｃに装着した弁部４０が弁ケーシング３２の摺動面部３２ａに沿って摺
動して、この摺動面部３２ａから離脱する。その結果、吸引通路２６が接続されている第
１のチャンバ３３が吸引配管２７に通じている第２のチャンバ３４と連通する開弁状態と
なり、吸引通路２６内に負圧吸引力を作用させることができ、処置具挿通チャンネル２４
から体内汚物や体液等の吸引が行われる。このときに、弁ケーシング３２とガイド部材３
６との間には弾性シール部材３８が介在して、その間が気密状態となっており、また前述
したように開口部４８も閉鎖されているので、外気からの吸い込みが発生することがなく
、吸引通路２６における負圧吸引力が低下することはない。
【００３４】
　吸引を停止するには、プランジャ３７の突端部３７ｄに作用させている押圧力を解除す
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る。弾性筒部材４６は弾性復元力を有するものであるから、この弾性復元力によってプラ
ンジャ３７が引き上げられることになる。その結果、プランジャ３７の延長部３７ｂにお
ける取付溝３７ｃに装着した弁部４０が弁ケーシング３２のテーパ部３２ｂから摺動面部
３２ａに乗り上げることになり、弁部４０がこの摺動面部３２ａと当接して第１のチャン
バ３３と第２のチャンバ３４との間の連通が遮断される閉弁状態に復帰する。ここで、弁
ケーシング３２，ガイド部材３６及びプランジャ３７は同心性が確保されているので、プ
ランジャ３７に設けた弁部４０は弁ケーシング３２のテーパ部３２ｂから摺動面部３２ａ
に円滑に乗り上げて閉弁状態になる。
【００３５】
　内視鏡２０の操作は、術者が本体操作部２１を把持して行うことになる。この本体操作
部２１からはユニバーサルコード２３と共に吸引バルブユニット４９における配管接続部
３９に接続されている吸引配管２７が外部に延在されている。この吸引配管２７の延在方
向によっては、術者による本体操作部２１を把持して行う操作の邪魔になり、操作性が悪
くなることがある。このために、吸引配管２７が接続されている配管接続部３９は、ガイ
ド部材３６の軸回りに回転可能となっている。即ち、配管接続部３９における回転体３９
ａには弾性筒部材４６とは一体的に連結されており、またこの弾性筒部材４６にはプラン
ジャ３７が連結されている。そして、回転体３９ａはガイド部材３６の支持筒部３６ｃの
外周面に嵌合されているが、この嵌合部は摺動可能となっている。また、プランジャ３７
はガイド部材３６の挿嵌部３６ａに摺動可能に挿嵌されている。さらに、プランジャ３７
の端部に連結した弁部４０は弁ケーシング３２の摺動面部３２ａに対して摺動可能となっ
ており、摺動できるのは、単に軸線方向に向けてだけでなく、回転方向に向けても摺動で
きるようになっている。
【００３６】
　従って、配管接続部３９における接続配管３９ｂをガイド部材３６の軸回りに回転させ
ることによって、左右いずれの方向にも回転させることができ、吸引配管２７を所望の方
向に向けることができる。ここで、回転体３９ａとガイド部材３６の支持筒部３６ｃとの
間にはシール部材４５が介装されており、従って接続配管３９ｂを回転させる際には、か
なりの抵抗が生じることになるが、むしろある程度抵抗があった方が、接続配管３９ｂの
方向調整を行った位置で、この接続配管３９ｂを安定的に保持することができるので望ま
しい。また、吸引操作を行う際には、弾性筒部４６及びプランジャ３７を押し込むように
操作するが、このときにプランジャ３７を確実に押し込むことができ、操作中に回転方向
に力が吸収されるようなことはなく、操作の安定性を図ることができる。
【００３７】
　しかも、吸引バルブユニット４９を操作して、吸引操作を行う際には、プランジャ３７
及び弾性筒部４６が押し込まれるが、このときには、回転体３９ａはガイド部材３６のフ
ランジ部３６ｂに押圧されることになる。しかも、筐体３１に固定されている弁ケーシン
グ３２に対して、ガイド部材３６がバイオネット結合され、またこのガイド部材３６の内
周側にはプランジャ３７が挿嵌されており、このプランジャ３７に連結されている配管接
続部３９の回転体３９ａはガイド部材３６の外周側に嵌合されている。従って、プランジ
ャ３７及び配管接続部３９がガイド部材３６の軸線方向に向けて意図的に引き抜かない限
り、例えば接続配管３９ｂやそれに接続した吸引配管２７に持ち上げる方向の外力が作用
したとしても、プランジャ３７及び配管接続部３９が離脱するおそれはなく、連結状態で
安定的に保持される。
【００３８】
　体内からの吸引を行うと、吸引経路が汚損されることになり、使用後にはこの吸引経路
を洗浄及び消毒しなければならない。このために、バイオネット爪５０とバイオネット溝
５１との係合を解除して、図５及び図６に示したように、吸引バルブユニット４９を弁ケ
ーシング３２から取り外す。図５に示したように、弁ケーシング３２における第２のチャ
ンバ３４は大径の空間からなり、摺動面部３２ａで縮径された上で、この摺動面部３２ａ
の内部より広い第１のチャンバ３４に至るが、この弁ケーシング３２の内部は直進状態と
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ることができる。また、吸引バルブユニット４９を構成する各部材は、独立に洗浄及び消
毒して再使用することもできるが、使用後は廃棄して、新たな吸引バルブユニット４９と
交換して用いることもできる。さらに、吸引配管２７も洗浄及び消毒して再使用すること
ができるが、使用後には廃棄するのが望ましい。
【図面の簡単な説明】
【００３９】
【図１】本発明の実施の一形態を示す内視鏡の吸引機構の構成を示す説明図である。
【図２】図２の吸引機構における吸引装置の構成を示す断面図である。
【図３】図２のＸ－Ｘ断面図である。
【図４】図２とは異なる作動状態を示す吸引装置の断面図である。
【図５】吸引装置を分解して示す断面図である。
【図６】吸引装置を構成するガイド部材及びプランジャの組立体の正面図である。
【図７】従来技術による吸引装置の断面図である。
【図８】吸引作動状態を示す図７と同様の断面図である。
【符号の説明】
【００４０】
２０　内視鏡　　　　　　　２１　本体操作部
２２　挿入部　　　　　　　２４　処置具挿通チャンネル
２６　吸引通路　　　　　　２７　吸引配管
２８　吸引源装置　　　　　３０　吸引装置
３１　筐体　　　　　　　　３２　弁ケーシング
３２ａ　摺動面部　　　　　３３　第１のチャンバ
３４　第２のチャンバ　　　３６　ガイド部材
３６ａ　挿嵌部　　　　　　３６ｂ　フランジ部
３６ｃ　支持筒部　　　　　３７　プランジャ
３７ａ　本体軸　　　　　　３７ｃ　取付溝
３９　配管接続部　　　　　３９ａ　回転体
３９ｂ　接続配管　　　　　４０　弁部
４６　弾性筒部　　　　　　４９　吸引バルブユニット
５０　バイオネット爪　　　５１　バイオネット溝
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入配合在第二腔室34中以处于紧密配合状态。管接头39的转子39a可旋
转地装配在上部位置的支撑圆柱形部分36c中。连接管装置39b延伸，抽
吸管装置27从转子39a连接到该连接管装置39b。通过弹性圆柱形构件46
连接到引导构件36的柱塞37插入引导构件36中
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